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続
い
て
栄
町
溝
口
ワ
と
久
寺
山
家
路
窃
過
り

神
社
か
ら
や
抑
灘
消
備
公
幽
幽
を
経
て

子
の
持
に
亙
る
師
陣
間
世
帯
・
八
一
泳
三

十
メ
ー
ト
安
嗣
明
日
時
十
一
メ
ー
ト

ル
に
銘
一
総
、
本
舗
裟
す
る
と
い

う
叫
約
機
な
た
て
、
と
れ
が
事
業

決
授
を
受
け
る
機
批
搬
を
遂
あ
て

い
る
潟
係
引
で
問
中
ふ
と
な
り
J

ま
し

た
。
そ
こ
で
こ
の
務
採
決
縫
の

総
可
が
お
ち
ま
し
た
ら
、
凶
m崎地

問H
削
帆
、
後
援
移
転
等
に
つ
い
て

沿
滋
の
賄
測
さ
ん
な
ら
び
に
土
法

所
有
者
の
後
ぢ
ん
の
総
火
な
ど

協
力
を
お
開
閉
い
が
た
ず
し
だ
い

マ
ご
ざ
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
わ
け
で
、
公
開
附

滋
-
p
m
w
繍州柏駅絵、

m昭
和
三
十
笈

年
度
中
に
は
ん
行
な
わ
れ
な
い
と

附
町
市
町
発
出
慨
は
道
総
数
緩
か
ら

と
い
う
酎
町
民
の
声
に
ζ
た
え
て

と
と
数
年
来
、
道
路
の
補
修
改

修
、
州
開
制
榊
の
絞
殺
に
カ
を
そ
そ

い
て
ま
い
れ
ソ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
秋
か
ら
は
、
災
級
訓
叫
刈
級
事
業

に
よ
る
幹
線
問
滋
の
総
脱
税
作
仰
に

絞
れ
ソ
緩
ん
明
、
お
り
、

ζ

の
ζ
と

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
お
鰍
ら

設
し
た
と
お
り
で
あ
ち
ま
す
。

あ
な
た
の
爵
定
資
産
は

い
く
ら
に
評
揃
さ
れ

一
一
一
同
月
一
悶
か
年
度
に
な
っ
て
お
号
、
品
取
得
中

ら
一
一
一
月
二
十
日
H

W

L

土
地
の
地
誌
変
換
、
家
爆
の

ま
で
の
関
、
同
樹
新
鋭
、
改
柑
殺
を
縫
袋
、
損
壊
な

の
胤
臨
丹
波
祭
出
割
合
ど
の
災
動
は
も
ち
ろ
ん
、
金
紋

綴
喜
酔
雲
行
的
に
一
震
後
え
ま
、
品
開
警

な
・
わ
れ
ま
す
。
属
探
録
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

課
税
務
撲
は
附
刷
出
陣
紘
民
串
誌
の
持
主
は
、
と
の
一
一

一
月
一
日
現
在
十
時
M

糊
闘
の
縦
緊
綴
踊
刑
事
に
ぜ
ひ

の
綴
絡
で
、
一
一
一
品
議
を
附
議
し
て
く
だ
さ
い
。

年
ご
と
に
全
部
一
こ
の
台
師
慣
に
ゑ
紙
附
さ
れ
た
価
格

の
土
地
T

絞
緩
和
誌
に
不
綴
な
点
叫
が
あ
れ
ば
、
納
税

評
価
す
る
ζ
と
省
は
、
ゴ
一
月
一
日
か
ら
一
一
…
悶
月
一
一
一

に
な
っ
て
い
ま
十
日
ま
で
の
際
、
時
の
鎖
的
此
淡

す
。
昭
和
三
十
緩
祭
儀
後
世
瀧
努
員
会
に
対
し
て

大
縁
部
挽
紙
、

ζ

容
登
の
議
求
殺
す
る
ζ
と
が
で

の
紺
貯
蹴
酬
の
法
機
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
察
制
開
会
の

題窓資産課税台i議φ鋭覧
3JU 日から 3fj20日まで

線
装
化
の
宇
品
開
め
と
し
て
、

作
年
十
月
一
日
か
ら
開
問
機
導
遂

容
〈
脚
吋
道
第
四
号
線
)
m
w
縮問相械

工
彩
殺
行
な
9

て
い
ま
し
た
が

ヱ
縄
県
百
七
十
，
》
m
刊
を
か
け
て
、

延
長
問
一
段
一
…
↑
メ
ー
ト
ル
、
舗

装
一
総
員
六
・
間
関
メ
ー
ト
ル
、
市
内

側
削
附
滋
H
刊
の
立
援
な
簡
易
輪
開
拙
戦

滋
紛
が
内
ロ
月
一
一
十
五
日
に
完
淡

を
み
ま
し
た
窃

的
制
い
て
行
な

う
ζ
と
に
な
っ

て
お
与
ま
し
た

悶
入
後
神
社
か
ら

M

N

d

宇
袈
沼
に
笈
る

総

公

燈

滋
h

ツ〈町町

繍
議
俊
一
笠
綜
)

ヲ
媛
淀
川
急
…
尚
一
一
十

犠
メ
ー
ト
ル
の
械
縦

軸
綱
裟
ヱ
事
法
、
都

[
ふ
市
副
総
韻
闘
の
幹
線

期
間
的
問
件
前
一
樹
絡
線

と
し
て
、
八
坂

し
?こ

昭
和
お
年
渡
米

実
締
約
祝
を
開
催

燦
然
物
悌
哨
枇
胤
滋
欲
の
出
向
上
と

曲
醗
村
振
興
の
淡
淡
な
同
体
か
る
た

ゐ
、
き
た
る
二
月
二
十
一
日
午

後
一
時
か
ら
第
一
小
学
校
総
食

に
お
い
て
、
綴
恥
柑
ゐ
一
一
十
笈
年
臨
腿

米
党
総
制
慌
を
開
問
機
し
ま
す
。
官
対

下
し
た
淡
笈
に
脚
持
絡
が
あ
れ
ば

国
用
組
州
事
に
訴
出
聞
も
で
者
ま
す
。

wv
縦
覧
場
所
我
岡
部
ツ

T
W仇
税
務

wv
蝉
縦
覧
期
間
昭
和
三
ナ
六
年

三
月
一
臼
か
ら
絞
殺
三
十
六

年
一
一
一
月
二
十
円
日
ま
で
ハ
平
日

は
午
前
入
時
吋
‘
一
一
十
分
か
ら
午

後
五
待
ま
で
、
・
十
一
、
悶
制
緩
お

は
午
品
前
八
時
一
一
一
十
分
か
ら
緩

ん

T
ま
で
〉
た
た
し
、
次
の

閥
制
撤
捕
に
問
問
り
、
縁
組
棋
会
制
択
を

湘
湖
北
支
所
お
よ
び
お
佼
文
一
院

に
お
い
て
酬
同
気
判
、
数
ま
す
。

一
一
一
月
十
三
口

H
i一一…
H月
十
双
悶

湘
湖
北
支
所

一
品
開
月
十
六
円
悶

t
一
一
一
月
十
入
口
H

術
総
支
一
波
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と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
か

わ
り
に
、
第
一
色
小
学
校
前
の
成

田
線
綴
切
か
ら
常
総
総
帥
階
級
に

送
る
栄
町
議
ち
〔
附
吋
滋
樹
抑
…
u守

拍
締
〉
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
輸
制

緩
〈
繍
融
制
附
桐
闘
員
五
・
二
メ
ー
ト

ル
〉
念
行
な
う
と
と
に
な
り
、

す
で
に
一
一
月
一

uH
か
ら
、
一
一
一
月

中
句
完
成
を
災
淡
に
工
務
が
品
開

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
の
滋
践

に
も
一
路
線
に
機
構
吋
か
つ
く
ら
れ

る
の
で
ナ
が
、
側
附
溺
敷
設
法
務

年
援
に
行
な
う
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
e

ζ

の
ほ
か
に
、
割
問
問
州
隣
織
の
わ

き
か
ら
久
寺
出
革
路
努
ま
マ
の
w滅

的
附
ハ
町
滋
幾
三
琴
線
)
二
百
二

十
日
成
メ
:
ト
ん
も
総
装
す
る
た

め
、
混
在
、

L
綴
側
地
問
、
昨
相
き

よ
の
敷
設
ヱ
市
中
札
荘
一
行
な
円
γ

て
紛

争
、
と
の
工
事
完
了
法
一
一
月
十

九時
H

ど
ろ
で
、
時
間
装
が
終
わ
る

の
は
…
一
一
月
中
溝
口
同
の
予
定
で
す
。

容
は
。
{
元
望
毒
液
彩
と
次
の

終
淡
が
行
な
わ
れ
ま
ナ
。

ぷ
，
蹴
艇
の
災
染
経
営
の
あ
わ
ツ
カ
い

一
兆
滅
桝
崎
将
従
来
北
静
岡
験
所
長

血
般
学
総
念
総
終
措
揮
士
百
先
生

「
地
震
議
技
術
に
つ
い
て
い

千
葉
大
教
綬
渋
辺
先
ゑ

統
合
に
よ
り
甜
締
約
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
村
づ
く
り

の
狭
箇
会
期
か
る

我
孫
子
均
長
山
漁
村
後
開
問
桝
跡

地
減
点
滅
は
、
血
桝
村
振
興
mv
意
欲
向

上
と
胸
縦
約
制
削
滋
の
後
遂
に
資
す

る
た
め
の
線
被
余
念
、
一
一
月
十

三
日
、
十
間
関
口
"
の
湾
問
に
わ
た

り
、
青
山
、
同
開
発
一
円
、
中
山
戸
、

ゆ
絡
下
の
各
公
民
館
で
隊
出
臨
し

ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
後
田
市
制
掛

崩
棋
の
関
係
明
、
、
余
地
区
に
わ
た

っ
て
湾
総
で
詰
な
か
っ
た
こ
と

を
お
わ
び
し
ま
す
。
務
し
い
村

づ
く
り
の
た
め
の
ζ
れ
ら
出
惜
し

物
は
、
今
後
滋
発
に
行
な
っ
て

い
く
予
後
マ
ナ
。



基
本
約
事
項
の
…
説
明
会
を
間
開
催

す
る
な
ど
、
自
衛
消
防
関
結
成

に
つ
い
て
の
熱
の
入
れ
方
は
非

常
な
も
の
で
す
。

開
校
に
自
衛
消
件
抑
留
が
結
成

さ
れ
ま
す
と
、
本
向
で
は
門
員
立

精
機
我
材
開
子
工
場
に
つ
い
で
二

殺
到
に
絡
波
書
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
の
鈴
絡
が
大

い
に
糊
州
仲
刊
さ
れ
ま
す
。

自
衛
消
防
の
結
成
い
そ
ぐ
石
橋
生
糸

昨
年
米
の
男
子
寮
襲
失
が
刺
激

泌
総
会
糸
株
式
会
秋
山
帆
w
m
ヴ
ナ
附
町
内
の
滋
松
川
滋
制
献
に
も
協
カ
し

y
ブ
ハ
ム
ハ
・
家
臨
時
カ
)
一
品
川
M

を

糸
所
〈
ぷ
務
長
一
一
一
減
災
〉
ょ
う
と
、
肉
阿
蹴
関
繍
削
跡
的
倒
的
り
綴
総
数
人
、
一
…
鰐
月
間
間
関
に
は
役
場
か

で
は
、
昨
年
十
二
月
一
…
十
九
日
投
い
そ
い
柄
、
・
お
ち
ま
す
。
ら
ゆ
斡
判
制
総
務
録
後
お
よ
び
念
持

率
制
明
に
世
出
漁
し
た
闘
向
子
衆
の
火

ζ

の
た
め
肉
体
位
マ
泳
、

ζ
m
w

捕
消
防
士
川
絞
め
山
川
蝉
開
設
氷
め
で
、

日
開
月
ほ
ど
、
ト
ー
ハ
ツ
…
吋
伽
開
品
開
カ
リ
ホ
出
闘
機
械
的
仲
間
関
滋
畿
に
つ
い
て
の

布
佐
の
鈴
木
松
雄
さ
ん
一
一
等
…
席
に

第
十
期
関
東
・
東
梅
、
花
の

本
符
か
ら
も
十
懇
話
山
同
開
聞
が
伎
の
鈴
木
総
放
さ
ん
薬
品
柄
懇

あ
れ
J

ま
し
た
0

・
な
か
で
も
、
布
は
、
ヵ
ー
ネ
ー
シ
務
Y
〈
コ

i

?
と
で
、
二
然
食
一
し
燃
に
入

賞
し
、
本
酌
叫
サ
務
官
か
の
名
令
官
閉
め

て
く
れ
ま
し
た
。

農
家
の
脅
さ
ん
は
、
今
後
ま

す
ま
す
、
農
業
の
多
角
経
営
に

努
力
さ
れ
、
農
業
経
拭
聞
の
安
定

を
ほ
か
ち
ま
し
ま
う
。

る
ち
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
国
民
助
け
合
い
募
金
」
結
果
報
告

「
問
題
口
氏
臥
掛
け
合
い
募
金
」
凶
抽
出
百
い
お
も
い
や
り
に
よ

9
、
別
記

さ
ま
方
の
緩
い
ど
遜
解
と
緩
か
の
よ
う
な
成
綴
を
お
さ
め
る
と

(4 ) 
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三浦ヱ場長

日計

寸
第
十
間
同
期
間
古
今
夜
中
樽
骨
化
の

展
覧
会
」
同
体
、
秩
父
宮
、
高
松

宮
百
内
初
比
殿
下
を
お
途
え
し
て
、

一
一
万
七
日
H

か
ら
え
口
μ
ま
で
、
上

野
絵
絹
世
田
過
で
路
地
倍
さ
れ
ま
し
た

山
山
口
同
点
数
は
.
一
、
開
間
五
O
点

も
の
点
す
き
を
か
ぞ
え
ま
し
た
が

る
と
き
の
注
意
点

h 
日

こ
一
日
か
ら
一
一
一
月
一
一
一
十
4

日
ま
で
を

一
無
火
災
滋
動
期
間
と
{
定
め
て
も

一
従
裁
民
の
防
火
思
想
の
向
上
を

一
は
か
る
と
、
と
も
に
、
ム
一
目
織
の
た

び
一
め
の
消
防
鴻
齢
制
は
も
ち
ろ
ん
、

建
築
を

とび

建
物
し
か
総
て
ら
れ
ま
せ
ん
い
。
ま
た
、
と
の
ほ
か
に
、
一

た
と
え
ば
、
役
宅
地
域
に
エ
絞
一
建
築
物
の
安
全
上
か
ら
技
部
開

場
や
阪
府
街
は
残
て
ら
れ
ま
的
な
縦
波
も
あ
ち
ま
す
の
で
、

せ
ん
G
)

専
門
家
の
建
築
士
な
ど
に
殺
後

@
防
火
地
域
ま
た
は
懲
防
火
泌
す
る
よ
う
押
仇
し
て
く
だ
さ
い
。

域
内
か
ど
う
か
。
か
駒
内
は
ず
で
に
岳
山
即
時
が
樹
齢
ム

m

mw
然
泌
総
阪
の
第
相
川
崎
慨
か
。
許
制
問
の
隊
機
内
同
点
脱
会
受
け
て
お

出w
の
場
合
に
は
哨
蹴
帥
闘
関
係
に
り
ま
す
。
ま
た
、
淡
夜
、
齢
制
滋

仲
は
綴
し
、
@
の
機
ム
閣
は
陥
捕
時
械
に
内
訳
内
総

-mb総
帥
鳩
山
戦
相
鵠
出
品
、
事
情
常

よ
り
総
緩
い
か
林
松
氏
怒
れ
て
い
る
時
伏
後
食
料
払
ゆ
り
る
機
織
問
を
緩
め
て

も
の
が
あ
り
、
③
に
つ
い
て
は
必
程
、
近
く
淡
出
品
を
み
る
こ
と

締
法
的
に
剣
約
か
あ
ち
ま
す
の
と
怒
い
ま
す
の
で
、
終
に
神
間
窓

で
、
充
分
注
意
そ
し
て
く
だ
き
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
こ
と
註
良
心
ぷ
で
や
れ
る
よ
う

就
学
前
の
と
ど
も
の
生
活
間
後
償

皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は
後
や
淡
緩
や
恋
し
い
検
事
そ
食
輸
出

か
に
成
長
さ
れ
、
こ
の
間
同
月
に
の
手
淡
い
、
品
漬
物
の
繋
が
え
、

は
、
め
で
た
く
小
学
校
に
就
学
岡
市
朗
出
品
説
の
手
淡
い
、
為
と
片
づ

す
る
こ
と
に
な
ち
ま
す
。
け
等
、
入
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な

就
学
と
い
う
こ
と
は
、
子
終
い
で
密
分
で
進
ん
で
や
る
よ
う

の
食
品
伯
に
と
っ
て
豪
大
な
転
換
ま
た
、
学
祭
早
起
や
食
事
、
ォ

織
で
す
。
子
供
た
ち
は
、
入
学
ヤ
ワ
も
録
制
間
約
に
や
れ
る
よ
う

の
筏
殺
翁
折
告
か
ぞ
え
て
待
つ
一
家
そ
ろ
っ
て
紡
げ
て
や
り
、

て
い
る
こ
と
明
、
し
よ
う
。
入
学
ま
で
に
は
ぜ
ひ
明
日
係
づ
け

こ
の
出
付
制
附
そ
う
ま
く
と
ら
え
る
よ
う
に
し
ず
し
よ
う
。

民
間
わ
れ
h

沿
い
よ
う

に
と
数
係
官
潟
、
人
然
際
的
仰
に
時
総
緩
や
泌
総
品
併
の
削
減
会
ム
媛
大
な

…
総
ブ
ー
ム
で
、
か
附
刊
に
お
い
て
交
際
を
念
ず
る
も
の
を
い
い
ま

一
も
時
間
淡
恥
刊
の
然
知
胤
絡
が
は
げ
し
ず
。

一
く
、
今
後
も
さ
ら
に
ふ
え
て
い
繍
議
を
す
る
受
話
注
慾

一
く
と
と
い
か
予
緩
急
れ
ま
す
。
時
総
帥
鍛
殺
す
る
場
合
、
ま
づ
神
仙

吋
議
反
建
築
し
£
H
M

滋
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
と

一
残
終
的
叫
が
滋
泌
す
る
と
と
も
は
、
工
事
漆
ヱ
僚
に
時
間
仲
間
中
本
背
中

一
に
違
反
時
間
終
お
の
数
も
多
く
な
り
磁
級
交
受
け
る
こ
と
、
そ
し

一
っ
て
き
て
い
ま
す
。
慾
務
漆
反
て
縫
初
判
断
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
ヱ

一
を
大
別
す
る
と
、
形
式
遂
反
と
率
緩
協
刊
に
双
山
誌
の
木
礼
で
そ
の

一
実
質
違
反
と
に
則
的
げ
ら
れ
ま
す
活
を
援
活
す
る
こ
し
F3

一
形
式
違
反
と
は
持
慌
に
手
縁
遠
次
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

日
一
反
と
も
い
わ
れ
、
建
築
を
す
る
な
い
こ
と
は
、
建
築
抽
出
に
よ
っ

れ
一
言
に
は
、
そ
の
養
言
語
て
い
ろ
い
ろ
な
震
を
受
け
る

2
ご
辛
の
許
可
、
認
可
を
受
け
、
ま
の
で
、
建
築
敷
地
が
き
ま
っ
た

一
た
同
体
後
築
士
中
前
学
の
残
部
隊
を
受
げ
ら
役
場
で
次
の
こ
と
を
朝
間
ベ
て

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
み
る
必
婆
が
あ
り
ま
す
。

一
こ
れ
を
戸
行
な
わ
な
い
で
ヱ
事
役
①
都
市
計
陣
区
域
内
か
ど
う
か

一
途
め
て
い
る
警
の
も
の
で
す
。

mw岡
市
途
地
竣
紛
の
上
か
ら
何
地

災
後
淡
一
伐
と
は
、
後
ベ
い
絡
が
械
に
な
っ
て
い
る
か
。
〈
住
翁

た
ち
怠
か
っ
た
号
、
滋
料
開
・
災
後
地
域
、
商
業
地
域
、
友
情
用
地

組
制
、
緑
地
地
域
簿
が
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ぬ
域
に
は
、
そ

の
州
出
淡
の
附
m淡
に
か
な
っ
た

あ

あ

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
一
紘
一
弘
一
弘
区
府
内
山
制
緩
組
側
出
一
戸
子
…
一
戸
m
開
制
御
問
問
纂
山
津
醐
車
中
1
2
同
一
一
戸
品
開
宅
上
下

9
1
2
2
3
4
5
7
 

1

2

3

4

5

6

7

5

9

1

1

4

4

1

1

1

1

1

4

宵

~

~

採

革

新

下

下

新

わ

社

口

口

ケ

発

一

戸

野

谷

寺

一

戸

除

隊

4
判

発

部

戸

戸

一

一

戸

き

立

端用地明口
H

衆
車
問
下
京
国
内
問
内
務
都
小
宜
同
土
久
根
根
根
摂
舟
と
詞
中
中

~ij 

報

我孫子

区

j

j

i

 

ち

ま

せ

ん

か

。

千

葉

県

環

境

衛

生

F
n
d
l
z
y

晶
体
制
問
機
マ
は
、
た
だ
い
ま
入
グ
協
同
組
合
娘
支
部
我
孫
子
総

務
め
受
付
司
殺
し
て
い
ま
す
の
明
、
区
の
代
表
の
方
が
役
場
安
訪
れ

近
く
の
児
期
説
委
員
か
社
会
銀
あ
「
と
れ
は
私
た
ち
の
気
持
ば
か

る
い
は
削
昨
夜
開
闘
に
被
援
ご
相
絞
り
で
す
が
、
図
っ
て
い
る
人
た

に
な
ゆ
で
く
だ
さ
い
。
ち
に
さ
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

叶

叶

叫

断

利

剣

耐

え

孝

一

一

真

喜

せ

ら

れ

i
l
i
l
i
1
1
1
1
i
j
ま
し
た

J
2
2堅い

そ
の
一
袋
双
子
浪
。
入
役
地
行
為
は
幾
年
緩
い
て
お
万
、
綿
織

に
お
住
い
の
山
口
削
献
身
さ
ん
に
心
緩
ま
る
構
内
組
問
で
す
。

門
会
校
悶
周
ね
才
〉
は
、
十
二
月
一
…
そ
の
と
緩
mw
惜
党
総
入
会
〈
会

十
二
日
役
緩
や
w

紛
れ
て
吋
ま
づ
閥
抗
・
問
問
線
数
手
さ
ん
〉
哨
%
減
、

し
い
ご
家
総
の
お
子
さ
ん
た
ち
十
一
一
同
月
一
一
十
六
伐
に
後
繍
嚇
札
官
級

に
グ
M
Y

ス
吋
ス
プ
レ
ゼ
ジ
ト
と
れ
て
、
勺
会
員
み
ん
な
が
総
仏
約

し
て
き
し
あ
げ
て
く
だ
お
い
」
し
て
終
怒
っ
た
も
の
で
十
々
が
、

と
、
立
添
な
オ
モ
チ
ャ
十
六
点
飼
っ
て
い
義
人
た
ち
に
あ
げ
て

を
寄
織
さ
れ
ま
し
た
。
く
だ
さ
い
」
と
、
怨
手
間
作
家
努

ゑ
の
二
十
二
月
二
十
四
日
、
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広

保
育
児
童
の
受
託
を
受
付
て
い
ま
す

後
の
す
べ
て
の
子
供
た
お
ば

ぶ
し
い
後
僚
と
よ
れ
ツ
よ
き
綴
械
怖

の
も
と
に
、
人
と
し
て
ま
た
総

会
の
一
災
と
し
て
、
察
側
側
に
樹
悶

成
者
れ
な
け
れ
ば
な
れ
ツ
ま
せ
ん

し
か
し
な
が
ら
、
何
か
の
総

合
で
こ
れ
ら
の
条
件
目
炉
、
と
も

す
れ
ば
一
時
的
に
も
せ
よ
ム
忘
れ

ら
れ
る
場
合
が
な
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
保
有
綴
で
は
、
モ
つ

し
た
子
供
た
ち
の
母
親
に
か
わ

っ
て
、
子
供
を
愛
護
し
、
銀
銭

と
銘
力
に
応
じ
て
そ
の
総
裁
を

の
ば
し
、
立
荻
な
社
会
の
一
員

と
し
て
の
基
礎
そ
は
ぐ
く
む
ベ

く
、
緩
ん
即
の
努
カ
を
は
ら
っ
て

お

pま
す
。

w
v
淡
路
な
げ
と
品
部
臨
械
な
滋
一
燃
や
概
略

擦
の
慾
い
械
情
滋
で
叫
緩
ん
で
は
お

ち
ま
せ
ん
か
。

wv
多
殺
に
と
ち
ま
ぎ
れ
て
、
サ
ず

紳
附
と
一
絡
に
緩
ん
マ
ゃ
れ
な
い

場
合
が
あ
9
ま
佼
ん
か
。

マ
子
供
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
安
奴
争
た
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ち
い
ち
滋
し
籾
乎

に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
と
き
も

あ
ち
ま
し
ょ
う
。

マ
仕
事
の
務
会
で
、
子
供
と
録

沼
一
絡
に
い
ら
れ
な
い
方
は
お

199 



少、-び通う

各

課

の

事

務

牙

掌

一

一

部

変

わ

る

関
同
組
側
の
却
制
術
給
油
開
問
師
の
新
設
機
盤
時
時
間
四
組
欄
綿
ハ
〉
叩
地
防
階
梯
桝
怜
J

ょ
う

、
お
よ
び
桝
戦
災
mw
大
総
な
る
人
事
務
務
ハ
〉
臨
時
築
事
務

O
灸

閥
例
制
制
に
と
も
れ
は
っ
て
、
各
明
院
議
然
対
策
薬
務

O
そ
の
他
燃

に
お
け
る
事
務
分
栄
を
一
部
絞
殺
関
係
事
務

官
民
し
、
次
の
と
お
ち
と
し
ま
し
関
企
部
室
。
余
再
開
議
務

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
十
。

O
秘
書
事
務
ハ
V
A
思
議
淡
致

隣
組
総
務
課

O
人
務
官
常
務
事
務
。
中
務
付
郎
会
開
開
策
協

。骨
λ

瀞
執
務
枇
仰
の
財
務
事
務
談
会
に
閥
間
十
る
世
帯
務
。
そ

C
叫
財
部
執
務
松
明
。
消
仲
間
事
務
の
偽
札
ぷ
縮
問
関
係
率
務

。
級
会
、
後
単
一
e

お
よ
び
監
査
機
幾
幾
銭
。
一
農
業
事
務

事
務

O
八
訳
出
附
の
管
守
事
務
ハ
〉
制
約
浅
供
出
事
務

O
林
勝
獄

。
統
計
謁
盗
事
務

O
W抑
制

輸

事

務

O
氷
盗
事
務
。
附

宣
伝
事
務

C
そ
の
ゆ
守
か
品
開
工
業
事
務
ひ
そ
め
拍
削
減
数

諜
の
士
山
品
交
に
間
柄
し
な
い
と
と
関
係
事
務

品開

p
q仙
事
務
え
い
一
同
恥
一

νMA役
会
欄
一
一
一
議
寒
期
の
交
通
事
故
を

襲

撃

義

務

徴

収

事

務

言

露

。

そ

の

他

芸

判

明

tι

第
止
し
ま
し
ょ
う

。
悶
側
内
菱
液
の
却
昨
術
事
務
総
隊
阿
部
楽
務

O
国
民
年
余

11γ
すい一

z
b
j

。

そ

の

品

関

税

務

関

係

事

務

官

帯

務

ま

だ

ま

だ

察

さ

が

き

び

し

く

き

に

は

特

に

校

総

'

が

大

級

で

す

綴
保
健
謀
。
一
蜘
祝
儀
袋
幾
世
問
機
都
市
計
一
滋
録
。
都
市
計
…
州
市
λ

返
上
の
支
隊
が
い
ろ
い
ろ
予
令
:
・
ぬ
か
る
み
や
水
た
ま
ち
を

。
済
拐
事
務
。
術
開
時
間
後
際
関
係
事
務
。
泌
総
間
関
関
係
恕
さ
れ
る
の
で
、
一
ω
燃
の
波
注
透
る
と
き
は
、
ど
ろ
水
な
ど
を

出
再
検
事
務
ひ
そ
め
総
抗
期
金
事
務
を
払
っ
て
か
〈
滋
挙
然
防
止
に
つ
は
ね
て
、
品
開
人
に
途
議
を
か
け

間

関

係

官

申

務

と

め

ま

し

ょ

う

。

な

い

よ

う

淡

榔

息

す

る

。

-
t
3
J
I
l
l
i
t
-
-
T
Z
E
-
-
!
i

義

務

の

議

事

項

A
V
-
-
-
繁
い
か
ら
と
い
っ
て
、
憲

一

ら

之

贈

与

税

の

出

申

告

と

納

税

Aw--
ま
ス
リ
ッ
プ
に
は
ね
に
の
点
検
を
怠
る
と
と
芸
号

明
か
邑
2

M

A

代
4

換
す
る
こ
と
。
凍
っ
た
明
磁
明
、
す
か
ら
、
仕
業
点
検
は
必
ず
綴

宅内

|

2

月

末

お

ま

で

に

i
r
w念
日
停
車
こ
は
、
か
わ
い
た
巡
行
す
る
必
繋
が
あ
り
ま
す
。

議
hm
…

雪

雲

取

く

申

告

し

て

く

ぎ

に

3

2
僚

も

す

べ

哲

学

。

し

た

歩

行

者

な

ど

の

議

章

一
岡
山
…
日
諸
口
関
税
問
闘
は
時
γ
叫
ぷ
と
お
時
前
日
刊
は
れ
れ
U
M
M
M吋
山

内

ji--L
し
ま
す
。
均
年
期
一
以
後
に
ゆ
後
ま
た
は
調
室
に
叶
ス
リ
タ
ヅ
し
た
ら
ブ
レ
ー
キ
な
い
の
で
、
撲
協
閉
山
歩
道
内
、
災
叉

1
u月
か
、
し
ゃ
叫
崎
将
川
め
開
削
に
、
初
万
よ
、
号
線
制
制
さ
れ
る
と
、
・
加
算
税
主
号
も
ハ

γ
ド
ん
を
L

な
ど
に
ぷ
で
は
、
い
つ
も
よ
号
も
松
竹
に

門
会
と
え
る
出
向
金
〈
不
動
産
、
殺
子
山
総
な
ど
余
分
に
負
抑
制
が
か
淡
慾
し
て
く
だ
さ
い
。
神
体
滋
が
必
要
で
す
。

徐
叶
片
山
山
昨
日
、
葱
死
、
事
業
開
業
か
争
ま
す
o
m
品
年
、
川
叫
年
お
よ

e:怒
さ
の
た
め
滞
緩
を
し
た

@
i寒
い
と
き
は
少
し
で
も
冬

予
約
余
な
ど
〉
を
東
南
汗
し
た
岡
崎
び
附
初
年
中
に
、
関
門
一
人
か
ら
お
り
ズ
キ
ジ
唱
ー
を
か
ぶ
る
た
め
、
く
遂
を
時
限
ろ
う
と
し
が
ち
で
す

合
に
は
、
現
物
綴
与
は
も
ち
ろ
の
お
の
お
万
出
口
を
こ
え
る
燃
与
体
の
融
制
き
が
融
問
。
ま
た
例
弊
が
い
き
な
争
議
哨
閣
に
と
び
倒
す
ζ

ん
夜
得
資
金
に
つ
い
て
も
柏
崎
、
を
受
け
た
場
ム
伎
に
も
、
捕
時
総
し
狭
く
な
っ
た
り
九
州
慨
党
も
鈍
る
と
は
級
品
却
や
そ
お
側
品
叫
行
と

夫
な
ど
か
ら
援
助
怒
れ
た
と
き
て
課
税
さ
れ
ま
す
か
ら
出
申
告
を
の
旬
、
絞
殺
に
滋
転
ず
る
。
織
阪
品
伊
噛
聡
mw
融
機
耐
概
を
守
る
ζ
と

に
は
楢
捌
比
一
場
殺
が
湘
師
側
怖
さ
れ
ま
ず
し
て
く
だ
苦
い
。

A
v
i
w峨
絞
殺
は
、
歩
行
者
の
ぬ

φ
・
:
訊
問
噌
磁
の
官
同
出
出
な
ど
で
は
、

ハ

待

望

争

終

し

く

襲

警

申

告

所

得

説

の

確

定

申

告

2ま
い
た
哲
し
て
き
き

政

調

侍

し

た

ち

後

政

仰

を

弁

済

し

て

せ

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

も
ら
う
場
合
も
会
ま
れ
る
〉
。

-

2
月
刊
印
日

1
3
月

訪

日

i

添
い
け
れ
町
制
付
引
け
科
目
霊

と
の
仲
間
俸
は
塁
間
給
料
制
約
俊
限
和
お
お
十
分
傘
台
所
得
税
の
柿
裂
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

0
2
9ま
ず
の
て
お
間
十
闘
に

明、、

ζ

れ
ら
の
妻
災
の
あ
っ
た
夜
定
申
告
委
緩
お
と
務
3
納
分
申
告
畿
の
夜
討
小
舟
な
ど
不
明
お
い
で
く
だ
ぢ
い
。
特
に
確
定

方
は
、
2
月
末
日
H
ま
で
に
内
向
ら
の
納
税
は
、

z
n
H
川
崎
お
か
ら
3

の
点
が
あ
ち
ま
し
た
ら
、
途
底
的
後
に
よ
れ
J

綴
糸
所
得
税
の
遼

申
告
し
て
納
税
す
る
こ
と
に
J

な
丹
叩
州
自
主
的
に
マ
ナ
か
ら
、
ど
な
な
く
お
務
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
叫
刊
を
後
げ
ら
れ
る
方
は
、
お
思

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
た
も
3
月刊
M
R
ま
で
に
申
告
と
期
限
附
内
汲
に
な
る
と
渓
緋
枯
し
、
間
同
に
槻
脱
出
向
樹
脂
い
ま
す
。

(6) ，. 
'-びあ報広

〔
二
臨
附
設
談
受
議
金
事
務
局
教
育
普
興
会
事
務
関
門
)
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今

}
t
i
'

と
絡
線
、
二
十
一
ニ
才
で
鈴
子
が

妄

よ

と

主

人

が

会

社

、

官

庁

な

ど

に

お

勤

あ

の

捜

し

た

が

、

ニ

十

警

の

と

…

洋

お

…

き

不

殺

に

し

て

炎

が

郡

山

℃

と

い

草

引

い

一

奥

さ

ん

も

国

民

年

金

に

加

入

で

き

ま

す

幻

諮

問

ほ

お

訂

以

拠
出
総
同
国
陣
内
年
金
仙
川
、
い
よ
会
の
老
令
年
λ

窓
会
後
げ
る
前
に
そ
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
民
年
金
か
ら
は
鈴
子
年
金
が
も

い
よ
四
月
一
闘
か
ら
絡
ま
り
ま
死
亡
し
た
縁
台
、
幾
ば
炎
の
者
ぅ
。
そ
と
で
榊
樹
氏
年
金
明
、
は
、
ら
え
ま
す
。

す。

ζ

の
秘
阪
に
泌
入
す
る
た
令
年
余
に
よ
う
で
後
棋
持
さ
れ
る
と
の
よ
う
な
不
安
定
な
状
態
か
忽
払
械
の
た
め
、
ま
た
、
不
成

め
の
風
防
本
社
掛
川
ぺ
緩
和
F浅
場

ζ

と
は
会
く
な
く
な
与
ま
す
。
ら
女
子
の
撲
協
帽
を
守
号
、
妥
も
の
災
鵬
離
に
出
湖
、
足
、
ふ
だ
ん
か
ら

の榔部門
H

で
刊
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
ぞ
れ
か
ら
、
不
幸
に
し
て
炎
録
係
険
料
役
一
定
期
制
問
掛
か
け
る
ζ

の
鍛
え
殺
す
る
こ
と
と
そ
ぶ
紛

こ
の
制
制
緩
は
、
会
社
、
又
場
が
綴
絡
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
懇
と
に
よ
っ
て
、
抽
出
立
の
傘
余
念
の
っ
と
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う

波
浮
等
に
勤
め
て
い
て
、
隊
ゑ
に
な
っ
た
と
き
は
、
楽
夜
労
る
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
か
。
で
す
か
ら
、
ご
み
叫
ん
人
が
会

年
金
や
共
諸
問
組
合
得
の
制
阪
か
年
金
は
な
い
の
で
す
。
ま
し
て
な
っ
て
い
ま
す
。
校
、
工
場
、
官
庁
絡
に
齢
制
品
り
て

ら
保
持
を
受
げ
ら
れ
る
ガ
は
加
幼
な
い
子
供
を
か
か
え
て
夫
の
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
炎
が
い
る
奥
さ
ん
も
、
刊
日
も
田
中
く

入
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
死
亡
に
よ
ち
録
手
淡
滋
に
な
っ
二
十
才
で
綴
岡
氏
然
食
に
加
入
、
間
禅
師
同
年
余
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ

人
の
奥
さ
ん
汐
は
希
蛸
臓
に
よ
り
た
と
き
、
ま
と
ま
っ
た
年
金
こ
一
一
十
一
一
ア
明
、
燃
金
総
会
加
入
者
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

相
総
尉
入
悼
マ
、
梓
き
鴫
京
す
。
し
か
し
、
謹
議
岬
ミ
;
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で

Zもよ
5いと
tい
う

の

で

な

く

年

間

民

年

金

の

間

離

と

そ

の

援

移

童

相

芸

皇

室

紛

令

げ

札

制

制

問

問

が

あ

り

、

本

年

間

同

月

占

「

老

令

年

金

の

支

払

側

関

給

年

二
財
務
を
で
誕
側
二
十
才
か
ら
蕊
制
執
た
も
の
町
に
お
け
る
拠
出
陶
磁
遂
閑
用
は
長
期
明
、
、
し
か
も
令
が
六
十
五
オ
引
に
は
お
そ
す
ぎ

十
支
才
ま
で
の
方
に
梢
慣
ら
れ
ま
剖
間
関
尚
昆
的
年
金
の
加
入
品
仏
泌
は
、
有
利
な
投
資
に
ふ
り
hv
げ
る
る
」
と
い
う
関
綴
に
つ
い
て
は

す
む
柏
村
に
五
十
宏
一
致
と
え
双
十
強
制
制
加
入
者
は
九
十
一
一

μマ
好
③
環
一
渇
さ
れ
る
疑
念
は
、
臨
樹
立
謂
拠
出
η訟
で
は
ふ
ハ
十
米
才
と
な
っ

五
才
を
こ
え
な
い
ガ
ハ
削
喜
一
一
成
績
で
す
が
、
ど
お
入
が
会
社
金
の
二
十
近
が
終
段
マ
、
主
て
い
る
そ
こ
れ
で
は
、
空
3
ぎ

十
九
年
四
月
…
口
"
が
ら
開
明
治
臨
工
場
、
出
現
げ
な
ど
に
齢
制
め
て
い
と
し
て
次
ぬ
よ
う
な
も
の
に
る
の
で
六
十
才
に
し
て
は
と
の

十
悶
悶
年
一
一
一
月
一
一
…
十
一
日
同
ま
で
に
る
家
阪
の
醐
刊
さ
ん
等
片
民
意
初
入
級
協
舛
谷
品
料
、
こ
の
議
資
は
来
然
に
応
え
る
も
の
で
す
。

金
れ
た
カ
〉
は
、
本
年
の
一
-
一
月
謝
告
は
非
常
に
仮
調
で
す
。
年
際
よ
り
巣
を
透
じ
て
災
総

m
w
支
払
料
開
開
始
は
、
殺
遂
に
よ
り

コ
一
寸
二
日
ま
で
に
印
刷
山
山
を
し
ま
こ
の
間
期
民
年
金
制
度
に
は
、
さ
れ
る
見
と
お
し
む
六
十
才
か
ら
で
も
支
給
す
る

牧
ん
と
一
生
加
入
で
き
ま
せ
ん
欠
綴
や
疑
昭
同
点
が
あ
る
と
い
う

O
隊
一
療
施
設
。
務
人
主
;
③
支
給
年
余
財
閥
は
、
総
脚
上
げ
支

報
…
か
ら
、
思
く
癌
泌
を
し
て
く
だ
こ
と
で
、
宋
加
入
の
ガ
が
あ
る
ム

O
V
タ

F
品
1
シ緩

Y

絵
し
な
い
場
合
の
額
か
ら
致

…
さ
い
。
こ
と
泣
事
由
民
柄
、
す
。
ぞ
と
旬
、
施
設
。
術
町
村
公
民
総
令
で
定
め
る
側
酬
を
抽
出
品
開
し
た

一
と
の
削
制
度
ほ
ど
引
晶
子
の
ふ
斗
滋
国
民
年
金
の
縁
側
問
邸
捕
を
次
の
問
。
鰯
開
湯
水
嚇
職
、
火
勢
脱
帽
、
じ
縄
問

品
、
一
を
尊
重
…
し
た
も
の
は
徐
に
み
ら
点
に
婆
柏
村
し
、
と
れ
ら
が
ど
の
ん
か
い
終
滋
総
数
な
ど
@
と
の
綴
同
体
、
本
来
の
績
の
ふ
〈

U
一
れ
ま
せ
ん
G

ぞ
れ
と
い
う
の
も
よ
う
に
終
油
伏
さ
れ
、
ま
た
燦
決
死
亡
吋
臨
時
品
部
隊
六
溺
と
い
う
こ
と
に
な
り

一
獲
が
炎
と
は
別
に
邸
内
倹
料
を
品
約
さ
れ
る
メ
ド
を
も
っ
て
い
る
か
「
途
中
で
死
ん
だ
場
合
の
晶
体
こ
れ
が
終
身
ι

支
給
さ
れ
る
じ

一
め
、
各
令
に
な
っ
た
と
き
火
と
総
べ
て
み
ま
す
。
後
創
刊
は
か
け
拾
て
に
な
っ
て
し
と
に
な
る

一
同
体
制
調
に
独
立
の
老
令
年
金
が
も
馳
橋
立
金
の
運
用
問
媛
ま
告
の
か
」
と
い
う
開
問
綴
に
つ
般
の
年
金
を
蜘
部
総
滋
築

府
…
ら
え
る
よ
う
な
住
伺
腕
み
殺
と
っ
「
初
年
度
で
問
問
後
内
に
の
ぼ
い
て
は
、
一
一
一
年
以
上
後
険
制
村
を
「
ほ
か
の
低
金
約
皮
へ
総
入

1
7
一
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
う
少
し
る
稜
立
金
の
逐
脱
出
安
ど
う
す
る
約
め
た
綴
燃
が
あ
る
被
保
険
者
し
た
場
ム
闘
に
捌
州
側
関
概
算
さ
れ
る

“
一
一
認
し
く
説
明
す
る
と
、
と
れ
ま
か
」
と
い
う
間
関
綿
織
に
つ
い
て
は
が
死
亡
し
た
務
会
、
そ
の
者
の
か
」
主
い
う
間
緩
に
つ
い
て
は

わ
れ
一
で
の
年
金
総
皮
マ
モ
炎
の
受
次
の
よ
う
な
と
と
に
池
山
出
血
さ
れ
配
偶
務
、
そ
父
母
、
孫
、
祖
私
た
ち
手
中
の
間
捕
に
は
、
磁
場

2
一
け
る
年
金
主
は
燃
に
単
線
で
象
る
鬼
と
お
し
と
な
っ
て
い
ま
す
父
母
、
開
ん
輪
開
務
総
出
り
岡
昭
伎
で
次
や
融
制
掛
散
を
か
え
る
と
と
が
あ
り

年
一
一
滋
の
会
問
捕
が
授
け
る
年
金
と
い
ゆ
蹴
丹
念
、
議
附
用
部
の
中
に
同
期
間
関
年
の
ふ
猟
抑
制
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
す
の
で
、
た
と
え
ば
、
関
陣
内

ほ
う
も
の
は
な
く
、
夫
の




